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どりいむ農園ＣＳＡ会員制度が
始まります②
白鷹町振興実施計画（案）に
ご意見をお寄せください④

白鷹町営スキー場がおもしろい！⑥
山形県知事選挙が行われます⑦
快適な冬を過ごすために⑭
町民税務課からのお知らせ⑯
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子どもたちの笑顔もキラキラ。もうすぐ楽しいクリスマス会　－　あらと保育園でお遊戯練習（12月５日）
　クリスマスシーズンです。あらと保育園では、12月13日のクリスマスお祝い会で披露するお遊戯の練習が行われました。
３歳児の８人は、ミッキーマウスをまねた大きな耳を頭に付けて登場。両手を大きく広げたり、２人で手をつなぎくるくる
回ったりと、元気に踊りました。ほかの園児たちも「クリスマスが楽しみ」とみんなこぼれるほどの笑顔でした。
12月19日には、フラワー長井線にサンタさんがやって来ます。こちらもどうぞお楽しみに。（詳しくは18ページに掲載）



●2　　 広報しらたか　2008.12.12

畑から食卓へ、そしてみんないきいき

どりいむ農園ＣＳＡ会員制度が
始まります

　

ど
り
い
む
農
園
直
売
所
は
、
地

域
で
生
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
特
産

品
の
販
売
拠
点
と
し
て
平
成
17
年

４
月
に
誕
生
。
以
来
、
町
内
は
も

と
よ
り
、
町
外
の
お
客
様
も
多
く

訪
れ
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
将
来
に
向
け
た
方
向

性
を
考
え
、
導
入
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
が
、「
ど
り
い
む
農
園
Ｃ
Ｓ

Ａ
（
※
１
）
会
員
・
ど
り
ま
ー
」

で
す
。
こ
れ
は
、
双
方
向
の
情
報

交
換
を
行
う
地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
※
２
）

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
産

地
直
送
や
契
約
販
売
を
行
う
も
の

で
す
。

　

食
の
安
全
を
お
び
や
か
す
事
件

や
食
料
自
給
率
の
問
題
が
広
が
る

な
か
で
、
よ
り
重
要
性
を
増
し
て

い
る
安
心
安
全
な
食
物
、
地
産
地

消
の
新
し
い
展
開
と
し
て
期
待
さ

れ
ま
す
。

■
ど
り
い
む
農
園
Ｃ
Ｓ
Ａ
会
員

「
ど
り
ま
ー
」
っ
て
な
に
？

　

Ｃ
Ｓ
Ａ
は
、
ひ
と
言
で
言
え
ば

「
畑
の
オ
ー
ナ
ー
制
」。つ
く
る
人

と
食
べ
る
人
が
「
今
年
は
ど
ん
な

物
を
ど
ん
な
方
法
で
つ
く
る
か
」

を
相
談
・
契
約
し
、
シ
ー
ズ
ン
前

に
費
用
を
前
払
い
し
、
で
き
あ
が

っ
た
作
物
す
べ
て
を
消
費
者
（
会

員
）
が
受
け
取
る
仕
組
み
で
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
…

①
農
業
者
は
作
物
を
つ
く
る
前
に

資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

販
売
先
が
事
前
に
決
ま
る
た
め
に

安
定
し
た
農
業
経
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

消
費
者　

会
員

生　

産　

者

地域ＳＮＳのＩＣＴ（※３）を
活用した情報交換

�

生産開始前に商品代金の
受け取り

・
地
元
出
身
者

・
首
都
圏
在
住
の
フ
�
ン
な
ど

 感想、応援、アドバイス
 など会員側から発信
（双方のコミュニケーション）

会員同士も双方向の
コミュニケーション

会員応募、商品注文

商品紹介、会員募集

生産中の情報を受信準備・生産の状況などを
写真、動画で配信 ＩＣＴツール

など

＜ＣＳＡモデル＞
○農作物の予約販売
○クーポンの発行
○特選セットの販売
○交流会の開催
（首都圏、町内）
○新商品の開発
○レシピ本などの発行

どりいむ農園直売所
中継点 
東京、

横須賀など

収穫のあった商品を
会員へ配送

受け取り物流

【語句説明】

※１：ＣＳＡ（コミュニティー・サポーティッド・アグリカルチャー）
地域が支える農業。会員となった消費者が、事前に負担金を支払い、農

家が生産し収穫した作物を消費者が定期的に受け取る仕組みのことで、

アメリカで盛んに行われています。

※２：地域ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
自分の日記を書いたり、ほかのメンバーの日記を見たり、興味のある掲

示板にコメントを投稿しながら、メンバー同士でコミュニケーションを

行うことができるシステムです。

※３：ＩＣＴ（インフォメーション・コミュニケーション・テクノロジー）
ＩＴ（情報技術）の、情報に加えてコミュニケーションが具体的になっ

た表現。ネットワーク通信による情報・知識の共有が重視されています。

■運営主体・問い合わせ
有限会社どりいむ農園
☎85－2922 ／ FAX85－2927
E-mail:doriimu001@sgic.jp

　会員募集中

○前払い契約金は一口5,000円として、

　　　　　　　　　　　　　クーポン券を発行します。

○できあがった商品は、どりいむ農園直売所が

　　　　　セットにして東京などにある中継点に届けます。

○商品などの情報は、地域ＳＮＳでご案内します。

◆ＣＳＡを利用するには、地域ＳＮＳへの会員登録が必要で

　す。まずはどりいむ農園直売所へお問い合わせください。

 

交
流
の
新
し
い〝
か
た
ち
〞

白鷹町委託事業「ｅ－コミュニティ形成支援事業」

②
消
費
者
は
、
生
産
者
の
顔
の
見

え
る
安
全
で
新
鮮
な
旬
の
農
作
物

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
Ｃ
Ｓ
Ａ
に
ど
り
い
む
農
園

直
売
所
の
魅
力
を
加
え
、
さ
ら
に

進
化
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
が
「
ど
り

い
む
農
園
Ｃ
Ｓ
Ａ
会
員
・
ど
り
ま

ー
」
制
度
で
す
。

新鮮・安心な

　野菜と果物、

地域の心を

　　　お届け。
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平
成
20
年
度
全
国
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会
�
快
挙

 

中
川�

剛
�
�
�
山
口
�
�

和
牛
牝
牛
部
門
�
優
秀
賞
�
席
�
全
国
�
位
�
�

　

こ
の
た
び
、
社
団

法
人
東
京
食
肉
市
場

協
会
主
催
の
「
平
成

20
年
度
全
国
肉
用
牛

枝
肉
共
励
会
」
に
お

い
て
、
中
川
剛
さ
ん

が
出
品
し
た
牝
牛
が

「
優
秀
賞
１
席
」
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
全

国
で
の
入
賞
は
、
本

町
で
は
初
の
快
挙
で
、
山
形
県
で
は
平
成
９
年
に
米
沢
市
の
生
産

者
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
以
来
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
全
国
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会
は
、
日
ご
ろ
の
牛
の
品
種
改
良

の
成
果
や
肥
育
技
術
を
競
う
目
的
で
、
年
１
回
行
わ
れ
る
国
内
最

大
規
模
の
大
会
で
、
全
国
ブ
ラ
ン
ド
米
沢
牛
で
も
５
頭
し
か
出
品

で
き
ま
せ
ん
。
今
年
は
10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
、
東
京
食
肉
市

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
和
牛
牝
牛
部
門
に
は
、
全
国
の

名
高
い
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
は
じ
め
と
す
る
１
２
２
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
川
さ
ん
は
、
米
沢
牛
出
荷
組
合
に
所
属
し
、
米
沢
牛
ブ
ラ
ン

ド
で
の
肉
用
牛
の
肥
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
11
月
末
現

在
で
55
頭
を
出
荷
し
、
現
在
は
１
７
０
頭
を
肥
育
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
の
和
牛
肥
育
生
産
の
ほ
と
ん
ど
が
牝
牛
肥
育
で
あ
り
、

こ
の
受
賞
は
ほ
か
の
生
産
者
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
米
沢
牛
、
ひ
い
て
は
県
産
和
牛
の
生

産
振
興
と
肉
質
向
上
、
消
費
拡
大
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

酒
蔵
�
新
酒
�
飲
�
�
新
�
�
�
馬
刺
�
�
食
�
�
�
会

弾けるピンクの泡

赤すもものお酒「ブルーム」誕生

　この会では、新作

「赤すももリキュー

ル」の発表会も開か

れました。

　今年度、白鷹町で

は「白鷹プロジェク

ト」事業に取り組ん

でおり、そのなかの

「ものづくり部会」

が新しい製品の開発

などを行ってきまし

た。その取り組みの

なかで生まれたのが、赤すももリキュールです。

　白鷹町特産の赤すももと日本酒が組み合わさ

ってできたお酒で、赤すもも特有の甘酸っぱい

味と香りが広がるとても飲み口のよいお酒です。

赤すももは「紅新田」という品種が用いられ、

まだまだ生産量は少ないのですが、生産者のか

たも新しい取り組みへと力を入れているという

ことです。この商品は、炭酸水で割って楽しむ

新しい飲み方の提案もしています。参加者の評

判も上々で、12月から町内の酒屋さんなどで販

売されます（天然炭酸水とのセットで1,260円）。

　白鷹町の新しい名物として期待されます。皆

さんもぜひ味わってみてはいかがでしょうか。

　

11
月
29
日
、
加
茂
川
酒
造
の
酒

蔵
で
、
新
酒
と
新
そ
ば
を
味
わ
う

会
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１

２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
加
茂
川
酒

造
、
町
内
の
酒
販
売
店
、
町
そ
ば

の
里
づ
く
り
振
興
会
な
ど
が
実
行

委
員
会
を
つ
く
り
、
企
画
し
た
も

の
で
、
今
年
仕
込
ま
れ
た
新
酒
を

中
心
に
味
わ
い
な
が
ら
、
地
域
の

魅
力
を
探
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
新
そ
ば
の
時
期
で
も
あ
り
、

隠
れ
そ
ば
打
ち
名
人
た
ち
の
味
と

技
を
人
び
と
に
伝
え
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
人
は
、
絶
妙
に
合
う

酒
と
そ
ば
に
笑
顔
を
見
せ
、
初
冬

の
白
鷹
の
味
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。
酒
し
ぼ
り
体
験
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
も
ろ
み
の
重
さ
を
両
手

で
感
じ
な
が
ら
、
酒
だ
る
か
ら
出

た
ば
か
り
の
新
酒
の
香
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

加
茂
川
酒
蔵
の
鈴
木
一
成
常
務

は
、「
赤
す
も
も
や
そ
ば
な
ど
の
生

産
者
が
、
自
分
の
つ
く
っ
た
作
物

が
ど
う
加
工
さ
れ
、
ど
う
製
品
化

し
、
消
費
者
に
喜
ば
れ
て
い
る
の

か
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て

知
っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
消
費
者

と
一
緒
に
交
流
す
る
機
会
が
大
事

だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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第
�
次
白
鷹
町
総
合
計
画
�
総
仕
上
�

白
鷹
町
振
興
実
施
計
画（
案
）に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
平
成
21
年
度
〜
平
成
23
年
度
）

　

今
回
の
振
興
実
施
計
画
は
、
平

成
22
年
度
を
目
標
年
度
と
し
て
策

定
さ
れ
た
「
第
４
次
総
合
計
画
」

の
終
期
に
あ
た
る
計
画
で
あ
る
と

と
も
に
、
次
期
総
合
計
画
を
ス
タ

ー
ト
す
る
た
め
の
助
走
に
あ
た
る

期
間
の
計
画
と
位
置
付
け
ら
れ
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
今
回
の
振
興
実
施

計
画
は
、
計
画
期
間
内
で
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
の
精
査

を
行
い
、
今
総
合
計
画
の
総
仕
上

げ
を
行
う
と
と
も
に
、
次
期
総
合

計
画
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
施
策
や
事
業
を
盛
り
込
み
、

策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

町
の
振
興
審
議
会
に
計
画
案
を
諮

問
し
、
審
議
を
経
て
答
申
を
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
第
２
回
振
興
審

議
会
が
12
月
11
日
に
行
わ
れ
、
計

画
案
が
諮
問
さ
れ
、
今
月
中
に
答

申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
　

計
画
期
間

　

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度

ま
で
の
３
カ
年

　
　

今
後
３
年
間
の
ま
ち

　
　

づ
く
り
の
基
本
方
針

　

次
代
を
担
う
人
材
確
保
と
育
成

を
基
本
に
置
い
た
「
未
来
を
担
う

人
づ
く
り
」
と
、
町
民
が
安
心
し

た
暮
ら
し
を
実
感
で
き
る
「
安
心

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」、そ

し
て
、
産
業
の
振
興
を
中
心
と
し

た
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

３
つ
の
柱
と
し
て
、
定
住
を
促
し

「
町
民
と
の
『
共
創
』
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
視
点
で
施
策
を
展

開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
行
財
政
の
健
全
化
と

町
民
と
の
合
意
形
成
を
基
本
と
し

て
、
信
頼
と
成
果
重
視
の
行
政
経

営
を
め
ざ
し
、
総
合
力
で
行
政
課

題
に
取
り
組
む
な
ど
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

２ １

　　 まちづくりの基本方針フレーム３

まちづくりの目標
「自然・文化を生かし地域が輝く町」

１．未来を担う人づくり

２．安心で住みよいまちづくり ３．活力あるまちづくり

４．町民との『共創』によるまちづくり

５．新たな視点による行財政改革の推進

定　住

「共創」の理念
町民と町がそれぞれの役割と責任のもと、
お互いを尊重し、情報を共有し、対等な関
係で協力するという協働の理念を踏まえ、
お互いが対話してより意識を高め合い、
創造、発展していくことを目指すもの。

まちづくりの理念「町民とともに創り上げる『共創』のまちづくり」

一
緒
�
�
�
�
�
�
�
�

人
�
安
心
�
活
力
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なお、計画の全文は、総務政策課、各地区公民館、
町ホームページでご覧いただけます。
■計画に関するご意見・問い合わせ
　総務政策課政策企画係（☎85－6123）

　　 施策の展開方向４

◆荒砥高校の存続に向け入学者の確保のための支援策の展開
◆スクールバスの全小・中学校区への導入
◆学校施設の耐震化推進
◆学校教育に対する町独自支援策の継続
◆企業の技術者育成支援
◆文化の継承（伝統工芸の後継者育成支援）

◆乳幼児医療給付制度の拡充など子育て支援の充実
◆鮎貝まちづくり事業の着実な推進
◆荒砥橋の架け替えの推進
◆デマンド交通、スクールバスの整備など公共交通体系の充実
◆河川の水質浄化や環境保全活動の推進
（合併浄化槽の町設置型への移行、レジ袋有料化の実施など）
◆自主防災組織の育成など危機管理体制の整備

◆遊休農地活用、基盤整備など持続可能な農業、農村づくり推進
◆農工商連携と地域資源を生かした産業化の推進
◆企業立地・受注拡大活動の推進
◆町内循環プロジェクトによる商業活性化
◆ＮＰＯ等民間活力によるまちづくりの推進
◆観光４シーズン化とグリーンツーリズムの推進

◆定期的な政策対話集会の開催
◆協働のまちづくり関連事業の推進
◆独自の地域づくりを進める地域に対する支援
◆地域の元気づくりに対する支援

◆町民目線の行政サービスの提供と民営化の推進
◆行政のスリム化と行財政の健全化
◆公共施設（箱物）の整備は町民との合意形成を基本に再検討

未来を担う人づくり

　安心で住みよい
　まちづくり

活力あるまちづくり

町民との「共創」による
まちづくり

新たな視点による
行財政改革の推進

第３回白鷹町振興審議会のお知らせ

●日時　12月25日（木）午後１時30分～
●場所　中央公民館大会議室
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白
鷹
町
営
�
�
�
場
�
�
案
内

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
６

年
生
ま
で
リ
フ
ト
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
と
誘
客
の
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
乗
り
場
で

「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
無
料
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
付

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
利
用
券
�
�
�
�

◆
シ
ー
ズ
ン
券

○
販
売
期
間

・
12
月
12
日
（
金
）〜
19
日
（
金
）

　

＝
教
育
委
員
会

・
12
月
20
日
（
土
）
か
ら
＝
ス
キ

　

ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
営
業
可

　

能
な
期
間
）
ま
た
は
教
育
委
員

　

会
（
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
営
業

　

で
き
な
い
期
間
）

○
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

下
記
の
料
金
、

　

顔
写
真（
縦
２
・
５
㌢
×
横
２
㌢
）

○
受
付
時
間

・
教
育
委
員
会　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
（
月
曜
日
午
後
７

　

時
、
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は

　

火
曜
日
午
後
７
時
。
年
末
年
始
、

　

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

・
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
下

　

記
ス
キ
ー
場
営
業
時
間
内
）

◆
学
校
の
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
、
シ
ー
ズ
ン
券
は
使

え
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ほ
か
の
人
に

貸
し
た
り
譲
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ナ
イ
タ
ー
で

も
使
用
で
き
ま
す
。

◆
団
体
割
引
を
利
用
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
場
�
利
用
�
�
�
�

◆
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

け
が
や
事
故
の
と
き
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
員
や
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
道
路
は
ス
キ
ー
で
滑
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◆
ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、

リ
フ
ト
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
を
児
童
や
生

徒
が
利
用
す
る
と
き
は
、
保
護
者

ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
で
は
、
原
則

と
し
て
ポ
ー
ル
や
コ
ー
ス
設
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

◆
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー
内
は
禁
煙
で

す
。

毎月第３日曜日は、　
小学生までリフトが
無料になります。　

問い合わせ

教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

白鷹スキーセンター（☎87－2456）

白鷹町営スキー場リフト管理棟（☎87－2215）

リフト券 料　金

１回券 150円

回数券
大人（11回券） 1,500円

小人（11回券） 1,000円

１日券
大　人 2,200円

小　人 1,500円

ナイター券
大　人 1,200円

小　人 800円

シーズン券

小学生以下 10,000円

中学生 13,000円

高校生・大人 20,000円

注）小人は、小学生以下です。
　　１回券、回数券及び１日券はナイター使用でき
　　ません。
　　シーズン券はナイター使用を含みます。
　　リフトに乗車するすべてのお客様よりリフト料
　　金をいただきます。
　　（幼児・お年寄りについても同様です）

営　業　時　間

12月20日（土）～平成21年３月21日（土）

・午前９時～午後４時30分（土・日・祝日　午後５時）

・午後５時30分（土・日・祝日　午後５時）～午後９時（ナイター）

（期間及び営業時間は、積雪状況により変わることがあります。

　土・日・祝日の日中→ナイターの切り替え時に10～15分程度

　リフトを停止しますので、ご了承ください。）

この冬、

白鷹町営スキー場がおもしろい！
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も
投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
場
合
は
投
票
所
の
受
付
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
は
12
月
17
日
現
在

の
居
住
地
で
発
行
し
ま
す
の
で
、
12

月
18
日
以
降
に
転
居
さ
れ
た
か
た
は
、

前
居
住
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
代
理
投
票
に
つ
い
て

　

身
体
の
都
合
な
ど
で
字
が
書
け
な

い
場
合
で
も
、
代
理
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
代
理
投
票
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
投
票
管
理
者
に
申
し
出
て

い
た
だ
く
と
、
補
助
者
２
人
が
定
め

ら
れ
、
そ
の
１
人
が
代
理
投
票
を
希

望
さ
れ
る
か
た
の
指
示
に
従
っ
て
投

票
用
紙
に
記
入
し
、
も
う
１
人
が
、

指
示
通
り
に
記
入
さ
れ
て
い
る
か
確

認
し
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

◇
期
日
前
投
票
と
は

　

選
挙
は
投
票
日
に
投
票
所
に
お
い

て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い

ま
す
が
、
期
日
前
投
票
は
投
票
日
前

で
あ
っ
て
も
、
投
票
日
と
同
じ
よ
う

に
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
投

票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
）
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

従
来
の
不
在
者
投
票
の
う
ち
、
白

鷹
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
行
う
不

在
者
投
票
（
中
央
公
民
館
１
階
文
化

実
習
室
で
行
う
投
票
）
が
期
日
前
投

票
と
な
り
ま
す
。

◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
か
た

　

投
票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
理
由

で
不
在
に
な
る
か
た
は
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

①
職
務
や
業
務
に
従
事
さ
れ
る
か
た

　

や
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
や
む
を
得

　

な
い
用
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
か
た

②
疾
病
、
出
産
な
ど
で
、
投
票
日
当

　

日
に
投
票
で
き
な
い
こ
と
が
予
想

　

さ
れ
る
か
た

③
自
分
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域
外

　

に
お
い
て
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中

　

の
か
た

◇
期
日
前
投
票
の
場
所
と
日
時

○
場
所　

白
鷹
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階
文
化
実
習
室

○
日
時　

告
示
日
の
翌
日
（
1
月
9

　
　
　
　

日
）
か
ら
、
投
票
日
の
前

　
　
　
　

日
（
1
月
24
日
）
ま
で

　
　
　
　

（
時
間
は
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　

か
ら
午
後
８
時
ま
で
）

※
告
示
日
の
翌
日
な
ど
で
入
場
券
が

届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
場
合
は
期
日
前
投
票
所
の
受
付

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

◇
他
の
市
町
村
に

　

滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た
は

　

業
務
に
従
事
す
る
た
め
他
の
市
町

村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
滞

③
免
疫
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら

３
級
ま
で
の
か
た

(2)
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

で
、
①
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

ま
で
の
か
た
、
②
内
臓
機
能
の
障
害

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

ま
で
の
か
た

(3)
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
要

介
護
５
の
か
た

　

な
お
、
自
宅
で
「
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
」
を
す
る
た
め
に
は
選

挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す
る
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は
お
早

め
に
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◇
代
理
記
載
に
つ
い
て

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
か
た
の
う
ち
、
次

の
よ
う
な
か
た
は
、
代
理
記
載
の
方

法
に
よ
り
自
宅
で
投
票
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

(1)
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か

た
で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の

程
度
が
１
級
の
か
た

(2)
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

の
か
た

　

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
「
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
申
請
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申

請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
任
期
満
了
に
よ

る
山
形
県
知
事
選
挙
で
す
。
忘
れ
ず

に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
告
示
日　

１
月
８
日
（
木
）

■
投
票
日　

１
月
25
日
（
日
）

○
投
票
時
間
：
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
（
黒
鴨
・
針
生
投
票
区
は
、

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
）

◆
投
票
で
き
る
か
た
は

　

平
成
20
年
10
月
7
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
白
鷹
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
平
成
元

年
1
月
26
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た

（
満
20
歳
以
上
）
が
投
票
で
き
ま
す
。

な
お
、
白
鷹
町
か
ら
転
出
し
た
か
た

で
あ
っ
て
も
、
引
き
続
き
山
形
県
内

に
住
所
が
あ
れ
ば
（
住
所
移
転
は
１

回
の
み
）、白
鷹
町
で
投
票
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
例
え
ば
、
平
成
20

年
10
月
８
日
以
降
に
県
内
の
他
市
町

村
に
転
入
の
届
出
を
し
た
か
た
で
、

「
県
内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た
か

た
）。詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

◇
入
場
券
に
つ
い
て

　

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
（
入
場
券
は
1
月
8
日
に
発

送
す
る
予
定
で
す
）。

　

も
し
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で

山
形
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

告示日
１/８（木）

投票日
１/25（日）

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局（
☎
85

－

６
１
２
４
）

在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
郵
便
で
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

か
ら
投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
た
め
、
郵
便
の
往
復
に
日
数
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
で
請
求
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
立
病
院
や
白
光
園

な
ど
の
施
設
に
入
院
ま
た
は
入
所
中

の
か
た
は
、
そ
の
場
所
（
施
設
内
）

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
職
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
投
票
日
に
は
選
挙
権

を
有
す
る
が
、
投
票
日
前
に
お
い
て

投
票
を
行
お
う
と
す
る
日
に
は
、
い

ま
だ
選
挙
権
を
有
し
な
い
か
た
（
例

え
ば
、
投
票
日
に
は
20
歳
を
迎
え
る

が
、
投
票
日
前
に
お
い
て
は
未
だ
19

歳
で
あ
り
選
挙
権
を
有
し
な
い
か
た

な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
期
日
前
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
例

外
的
に
本
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
郵
便
等
に
よ
る

　

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

◇
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
よ
う
な
か
た
は
、
投
票
所
へ

行
か
な
く
て
も
自
宅
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
い
ず
れ
も
自
書
す

る
こ
と
が
可
能
な
か
た
）。

(1)
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か

た
で
、
①
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機

能
の
障
害
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
２

級
の
か
た
、
②
内
臓
機
能
の
障
害
の

程
度
が
１
級
ま
た
は
３
級
の
か
た
、
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　11月８日、パワーセンターで、おすぎさ
んの講演が行われました。今回も話題の映
画を独自の視点から辛口で批評。テレビの
世界にも触れ「テレビは見る人を変える。
与える影響が大きいから見方が大事」と話
しました。その後、アフガニスタンの２人
の少年の絆、後悔、償いを歴史とともに描
いた映画を上映。物語は異国でも、心の動
きの面ではとても身近で、見る人が問いか
けられている気持ちになる作品でした。

白
鷹
学
講
座
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
映
画
上
映
会

　11月９日、健康福祉センターで、健康ま
つりが行われました。多くの荒砥高校生に
も運営を手伝っていただきました。親子ふ
れあい体操では、子どもたちの元気な声が
響いていました。健康チェックや健康活動
の紹介、講演会、ウオーキングなど多彩な
展示・体験コーナーが企画され、「いるだけ
で、元気になったみたい」との声も聞かれ
ました。でも、健診は年に１回必ず受けて
くださいね、保健師さんからのお願いです。

元
気
�
�
�
�
明
�
�
町

元
気
�
�
�
�
健
康
�
�
�

県
女
子
駅
伝

白
鷹
出
身
選
手
健
闘
�

　

11
月
16
日
、
第
25
回
県
女
子
駅

伝
競
走
大
会
が
、
上
山
市
本
庄
地

区
公
民
館
か
ら
山
形
市
の
山
形
メ

デ
ィ
ア
タ
ワ
ー
ま
で
５
区
間
20
・

６
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
井
・
西
置
賜
チ
ー
ム
は
総
合
第

６
位
の
成
績
で
入
賞
し
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
か
ら
は
信
夫
香
織
選
手

（
第
１
区
／
山
形
城
北
高
３
年
・

西
中
出
身
）、高
橋
彩
花
選
手
（
第

３
区
／
東
中
１
年
）
が
出
場
し
、

チ
ー
ム
入
賞
の
原
動
力
と
な
り
ま

し
た
。

　

白
鷹
町
出
身
選
手
の
健
闘
を
称

え
る
と
と
も
に
、
選
手
本
人
の
努

力
は
も
と
よ
り
、
選
手
の
育
成
に

対
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

力
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。▲結団式の模様

　

11
月
25
日
に
、
県
庁
に
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
お
二
人
に
賞
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
技
能
五
輪
な
ど

で
切
磋
琢
磨
し
た
規き

く矩
術
（
※
）

と
と
も
に
作
図
に
よ
っ
て
展
開
す

る
原
寸
図
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
業
界
の
若
手
の
技
術

向
上
と
育
成
に
努
め
て
お
り
、
平

成
15
年
度
に
全
技
連
マ
イ
ス
タ
ー

の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
野
さ
ん
は
、
超
精
密
部
品
加

工
分
野
で
、
見
積
も
り
か
ら
治
具

工
具
製
作
、
製
品
加
工
及
び
製
品

検
査
と
一
貫
作
業
を
こ
な
し
ま
す
。

特
に
、
平
面
研
削
盤
作
業
に
精
通

し
、
研
磨
加
工
で
は
は
０
・
２
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
口
径
の
加

工
を
高
精
度
で
迅
速
に
で
き
る
高

度
な
技
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
平

成
17
年
度
に
高
度
熟
練
技
能
者
の

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

※
規
矩
術
：
木
造
建
物
の
仕
口
・

継
手
、
そ
の
他
接
合
部
分
を
曲か
ね
じ
ゃ
く

尺

に
よ
っ
て
作
り
出
す
手
法
。

※
全
技
連
：
社
団
法
人
全
国
技
能

士
会
連
合
会
の
略
称

山
形
県
卓
越
技
能
者
知
事
表
彰
を
受
賞

　

井
上
正
市
さ
ん
（
建
築
大
工
／
丸
ト
建
設
株
式
会
社
）

　

今
野
一
彦
さ
ん
（
研
磨
盤
工
／
株
式
会
社
ア
ム
ザ
ッ
ク
）

▲

今
野
一
彦
さ
ん

▲

井
上
正
市
さ
ん

�

町
�
名
工
�
光
�
熟
練
�
技
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町
下
地
区
集
落
営
農
実
践
会

議
が
、
豊
か
な
む
ら
づ
く
り

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
表
彰
事
業
で

「
東
北
農
政
局
長
賞
」を
受
賞

「
町
下
地
区
集
落
営
農
実
践
会
議
」

が
、
平
成
20
年
度
豊
か
な
む
ら
づ

く
り
全
国
表
彰
事
業
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
表
彰
事
業
に
お
い
て
「
東
北
農

政
局
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

11
月
14
日
に
仙
台
市
内
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
で
、
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
農
山
漁
村
に
お
け

る
「
む
ら
づ
く
り
」
の
優
良
事
例

を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
町
下
地

区
で
は
平
成
元
年
以
降
、
地
域
住

民
と
一
体
に
な
り
、
人
づ
く
り
活

動
に
励
み
、
作
業
受
託
組
織
の
育

成
や
農
地
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
土
里
夢
フ
ァ
ー
ム

や
有
限
会
社
ど
り
い
む
農
園
の
設

立
に
つ
な
が
り
、
農
業
振
興
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
直
売
所

の
開
業
に
よ
り
、
町
の
加
工
グ
ル

ー
プ
に
活
気
を
も
た
ら
す
な
ど
地

域
活
性
化
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

   
町
へ
の
ご
寄
付

   
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
20
年
度
須
藤
恒
雄
生
涯

教
育
推
進
基
金
表
彰
受
賞
者

（
社
会
教
育
振
興
大
会
で
表
彰
）

●
文
化
賞

・
伊
藤　

俊
和
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

体
育
指
導
委
員
４
年
、
社
会
体

　

育
振
興
会
事
務
局
長
６
年
、
事

　

務
局
次
長
４
年
、
事
務
局
員
６

　

年
・
大
滝　
　

一
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

社
会
体
育
振
興
会
副
会
長
６
年
、

　

事
務
局
長
４
年
、
事
務
局
次
長

　

２
年
、
事
務
局
員
４
年

●
自
治
功
労
賞

・　

藤　

喜
久
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

分
館
書
記
14
年

・
中
村　

元
さ
ん
（
荒
砥
甲
）

　

分
館
長
２
年
、
分
館
書
記
10
年

・
竹
田　

嘉
正
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

分
館
長
10
年
、
分
館
書
記
１
年

・
竹
田　

謙
一
さ
ん
（
荒
砥
甲
）

　

分
館
長
６
年
、
分
館
書
記
４
年

・
橋
本　

紀
久
子
さ
ん
（
十
王
）

　

地
区
公
民
館
運
営
委
員
14
年　

　

（
地
区
公
民
館
運
営
審
議
会
委

　

員
含
む
）

・
安
部　

和
夫
さ
ん
（
十
王
）

　

分
館
長
６
年
、
分
館
書
記
４
年

・
佐
藤　

昭
夫
さ
ん
（
中
山
）

　

地
区
公
民
館
長
４
年
、
分
館
長

　

６
年

・
齋
藤　

重
雄
さ
ん
（
滝
野
）

　

分
館
書
記
24
年

●
株
式
会
社
エ
ナ
ー
テ
ッ
ク
様

　

12
月
５
日
、
株
式
会
社
エ
ナ
ー

テ
ッ
ク
様
（
高
橋
充
社
長
）
よ
り
、

現
金
30
万
円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

同
社
は
、
山
形
市
に
本
社
を
置

き
、
平
成
19
年
12
月
５
日
に
四
季

の
郷
内
の
工
業
団
地
に
進
出
し
た

企
業
で
す
。
工
場
を
建
設
後
、
主

に
床
下
・
床
暖
房
ヒ
ー
タ
ー
の
組

み
立
て
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
そ
の
進
出
１
周
年
を
記

念
し
て
の
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
お
金
は
、

同
社
の
意
向
に
沿
っ
た
形
で
、
主

に
人
材
育
成
の
分
野
に
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組

合
様
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

　

11
月
18
日
、
山
形
お
き
た
ま
農

業
協
同
組
合
様
、
全
国
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

よ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
と
事
故
防
止
の
た
め
、

町
内
各
所
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が

完
売
し
ま
し
た

　

11
月
30
日
か
ら
発
売
し
ま
し
た

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
12
月
２

日
ま
で
の
３
日
間
で
、
用
意
し
た

限
定
３
０
０
０
セ
ッ
ト
が
す
べ
て

売
り
切
れ
ま
し
た
。

　

お
買
い
求
め
い
た
だ
い
た
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
町
内
１
０
８

店
舗
で
使
え
ま
す
の
で
、
有
効
期

限
内（
平
成
21
年
１
月
31
日
ま
で
）

に
忘
れ
ず
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

各
商
店
な
ど
で
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
で
買
い
物
し
て
い
た
だ

い
た
か
た
に
、
さ
ら
に
お
得
な
企

画
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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●
図
書
館
長
賞

　

橋
本　

真
弥
（
東
根
小
２
年
）

「『
子
う
さ
ぎ
ま
し
ろ
の
お
話
』
を

　

読
ん
で
」

　

山
川　

喜
輝
（
鷹
山
小
３
年
）

「
も
う
ど
う
犬
は
生
き
る
な
か
ま
」

　

横
山
有
理
紗
（
鷹
山
小
６
年
）

「
友
達
を
大
切
に
」

　

平　
　

彩
花
（
東
中
３
年
）

「
思
う
こ
と
の
難
し
さ
」

　

清
野　

正
治
（
荒
砥
高
２
年
）

「
十
七
歳
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
」

●
入
選
者

◎
小
学
校

１
年
…
赤
間　

英
生
（
蚕
桑
小
）

　
　
　

川
田　

菜
奈
（
鮎
貝
小
）

　
　
　

小
松　

洸
哉
（
荒
砥
小
）

　
　
　

青
木　

七
海
（
荒
砥
小
）

２
年
…
竹
田　

奈
央
（
荒
砥
小
）

３
年
…
迎
田　

麻
矢
（
鮎
貝
小
）

　
　
　

髙
橋　

希
望
（
東
根
小
）

４
年
…
吉
田　

桐
麻
（
鷹
山
小
）

　
　
　

迎
田　

俊
峰
（
東
根
小
）

５
年
…
佐
藤　

晴
美
（
鮎
貝
小
）

　
　
　

伊
藤　
　

陽
（
荒
砥
小
）

　
　
　

梅
津　

宏
紀
（
東
根
小
）

６
年
…
佐
藤　

晴
香
（
鮎
貝
小
）

　
　
　

平　

晃
太
郎
（
荒
砥
小
）

◎
中
学
校

１
年
…
海
老
名
縄
子
（
東　

中
）

　
　
　

小
関　

克
也
（
西　

中
）

◎
高
等
学
校

３
年
…
齋
藤　

智
美
（
荒
砥
高
）

◎
一
般
の
部

　

皆
川　

清
彦

げ
ん
き
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者

11
／
４
・
健
康
ま
つ
り

▼
部
門

○
保
育
園
児
・
小
学
生
・
中
学
生

　

の
部
＝
親
子
で
作
る
お
弁
当

○
高
校
生
の
部
＝
自
分
で
作
る
お

　

弁
当

●
最
優
秀
賞

　

小
学
生
の
部

「
秋
の
お
い
し
い
も
の
た
っ
ぷ
り

　

弁
当
」

　

齋
藤
遥
香
・
裕
香
（
東
根
小
）

【
献
立
】

�

菊
�
�
�
�
寿
司
�
三
色
肉
巻

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

●
優
秀
賞

　

高
校
生
の
部

「
あ
ゆ
弁
当
」

　

菅
間
優
花
（
荒
砥
高
）

　

高
校
生
の
部

「
白
鷹
ま
ご
こ
ろ
弁
当
」

　

川
井
真
菜
美
（
荒
砥
高
）

●
地
産
地
消
推
進
協
議
会
長
賞

　

高
校
生
の
部

「
３
食
カ
ラ
フ
ル
弁
当
」

　

大
貫
祥
子
（
荒
砥
高
）

●
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
賞

　

高
校
生
の
部

「
秋
色
弁
当
」

　

金
田
真
理
子
（
荒
砥
高
）

●
地
区
栄
養
士
会
長
賞

　

小
学
生
の
部

「IM
O
T
A
M
A
M
E

弁
当
」

　

渡
部
真
理
子
・
町
子（
鮎
貝
小
）

第
40
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク

ー
ル
入
選
者

●
童
門
冬
二
賞

　

塩
野　

翔
太
（
荒
砥
小
６
年
）

「『
自
分
は
自
分
、
他
人
じ
ゃ
な

　

い
』
を
読
ん
で
」

●
生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　

橋
本　

直
弥
（
荒
砥
小
４
年
）

「
夢
を
つ
か
む
」

●
教
育
長
賞

　

本
木　

貴
大
（
蚕
桑
小
２
年
）

「
ふ
し
ぎ
な
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
ふ

　

し
ぎ
」

　

菅
原
祐
太
郎
（
東
根
小
６
年
）

「
ラ
イ
ア
ン
に
教
え
て
も
ら
っ
た

　

こ
と
」

　

江
口　

真
紀
（
西
中
２
年
）

「『
飛
鳥
へ
、
そ
し
て
ま
だ
見
ぬ

　

子
へ
』
を
読
ん
で
」

　

新
野　

良
香
（
荒
砥
高
２
年
）

「『
ガ
ー
ル
ズ
・
ブ
ル
ー
』
を
読

　

ん
で
」

　

こ
の
た
び
鮎
貝
の
歴
史
を
語
る

会
（
大
村
潤
一
会
長
）
が
白
鷹
町

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を

活
用
し
「
鮎
貝
の
歴
史
か
る
た

4

4

4

で

ま
わ
る
道
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

会
員
か
ら
「
鮎
貝
に
住
む
人
た

ち
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
歴
史

を
知
り
、
伝
え
て
い
く
た
め
に

『
歴
史
か
る
た

4

4

4

』
を
つ
く
る
の
は

ど
う
か
」
と
声
が
上
が
っ
た
の
が

き
っ
か
け
。
会
員
総
意
の
も
と
、

編
集
委
員
を
中
心
と
し
て
、
平
成

16
年
に
、
古こ

文も
ん
じ
ょ書
の
研
究
や
史
跡

な
ど
の
現
地
調
査
、
文
章
作
成
な

ど
何
回
も
の
研
修
を
重
ね
な
が
ら
、

４
年
の
歳
月
を
か
け
て
冊
子
の
完

成
に
至
り
ま
し
た
。

　

冊
子
に
は
、「
読
み
札
」
と
な
る

句
と
そ
の
句
に
ま
つ
わ
る
歴
史
、

伝
説
を
記
し
た
解
説
文
、
さ
ら
に

「
取
り
札
」
と
な
る
挿
絵
が
、
五

十
音
順
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
き
鮎
貝
の
歴
史
が
現
在
に
息
吹

と
ぬ
く
も
り
を
伝
え
て
く
れ
る
よ

う
な
一
冊
で
す
。

　

町
内
の
全
小
中
学
校
や
地
区
公

民
館
、
町
立
図
書
館
な
ど
に
寄
贈

さ
れ
、
ま
た
会
員
を
通
し
て
一
般

頒
布
（
一
部
１
０
０
０
円
）
も
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
を
ま
と
め
た
鮎
貝
の

歴
史
を
語
る
会
は
、
昭
和
57
年
に

創
設
さ
れ
て
以
来
、
鮎
貝
の
歴
史

に
つ
い
て
の
調
査
研
究
、
学
習
会

な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
は
22
人
。
会
長
の
大

村
さ
ん
は
「
会
員
の
強
い
意
思
で

よ
う
や
く
完
成
し
た
。
こ
の
冊
子

を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
大
人
に

読
ん
で
も
ら
っ
て
、
地
元
の
身
近

な
歴
史
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

歴
史
文
化
を
つ
な
ぐ
資
料
と
な
っ

て
活
躍
し
、
そ
し
て
い
つ
の
日
か

札
の
形
に
な
っ
た
か
る
た

4

4

4

が
世
に

出
る
こ
と
が
、
同
会
と
し
て
の
夢

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
歴
史
を
後
世
に

　

鮎
貝
の
歴
史
を
語
る
会
が

　
　

「
鮎
貝
の
歴
史
か
る
た

4

4

4

で
ま
わ
る
道
」
発
刊

－

白
鷹
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

－
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アヒル小屋の掃除が終わり、アヒ

ルを小屋に入れようとしたけどな

かなか入りません。

保育士「なんだてチョロチョロし
　て言うごと聞がねアヒルだな！」

Ｕ君「ぼくが『どんちゃん』って
　名前付けだから、ぼくみたいに

　チョロチョロなんだべ」

保育士　納得！

佳
作　

信
号
機
一
時
停
止
が
身
を
守
る　
　
　
　
　

埼　

玉　

村
上　

桂
造

〃　
　

一
っ
時
の
我
慢
家
族
を
丸
く
す
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

平
成
時
代
未
来
背
負
っ
て
い
る
命　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

老ろ
う
は
ん斑

も
時
に
は
女
紅
を
刷
き　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

勝
負
事
気
持
ち
昂た

か

ぶ
る
時
を
待
つ　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

〃　
　

時
を
経
て
古
里
の
地
で
身
を
晒さ

ら

す　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

楽
し
み
は
時
々
孫
と
背
く
ら
べ　
　
　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

病
床
を
た
だ
よ
ぎ
る
の
は
時
と
雲　
　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

〃　
　

老
い
の
身
に
春
夏
秋
冬
夢
と
過
ぎ　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

花
道
の
潮
時
早
め
惜
し
ま
れ
る　
　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

移
り
ゆ
く
時
の
早
さ
よ
目
が
霞か

す

む　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

白
無
垢
は
い
つ
の
時
代
も
理
に
叶か

な

い　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

秀
逸　

時
刻
む
真
夜
中
の
音
冴さ

え
て
来
る　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

貧
し
く
も
和
の
あ
る
時
代
遠
く
な
る　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

時
々
は
お
し
ん
人
生
教
訓
に　
　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

亡
き
父
の
形
見
時
計
が
ま
だ
動
く　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

子
沢
山
時
代
流
れ
て
少
子
化
に　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

多
忙
で
す
時
計
の
針
が
早
す
ぎ
る　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

い
っ
時
も
ち
ょ
ど
し
て
い
な
い
三
つ
め
ん
ご　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

蝉
時し

ぐ
れ雨

去
っ
て
旅
人
軒
に
立
つ　
　
　
　
　

西
高
玉　

片
山　

時
美

〃　
　

光
陰
の
時
流
を
泳
ぐ
人
生
譜　
　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

味
噌
汁
の
香
り
起
床
の
時
告
げ
る　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

五
客　

す
ぎ
る
日
々
時
の
流
れ
を
織
っ
て
い
る　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

私
の
財
布
時
々
か
く
れ
ん
ぼ　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

辛
酸
を
時
が
濾ろ

か過
し
て
生
き
る
欲　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

お
し
鳥
も
何
時
か
孤
独
に
な
る
運
命　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

た
っ
し
ゃ
か
い
昔
語
り
に
時
忘
れ　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

人
位　

錆さ

び
付
い
た
ラ
ッ
パ
時
々
吹
い
て
み
る　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

地
位　

週
三
日
時
給
五
０
０
の
妻
支
え　
　
　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

天
位　

あ
の
時
代
み
ん
な
お
し
ん
の
様
だ
っ
た　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

軸　

時
給
と
は
無
縁
土
と
の
会
話
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
杯

次
回　

「
平
」
十
二
月
末
日
ま
で
。「
未
来
」
一
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　
　

時　
　
　

樋
口　

一
杯　

選

名付け親は、ぼく

●
認
知
症
の
八
大
法
則
と
一
原
則

　

一
人
ひ
と
り
の
症
状
は
違
っ
て

見
え
て
も
、
認
知
症
の
お
年
寄
り

に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
症
状
を
示

す
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
介

護
者
の
対
応
は
格
段
に
楽
に
な
る

は
ず
で
す
。

○
第
六
法
則

こ
だ
わ
り
の
法
則

�
�
�
�
�
�
�
�
�
続
�
�

　

あ
る
こ
と
に
集
中
す
る
と
そ
こ

か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
周
囲
が
説
明

し
た
り
、
説
得
し
た
り
、
否
定
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
さ
ら
に
こ
だ
わ

り
続
け
る
と
い
う
の
が
こ
の
法
則

の
特
徴
で
す
。
11
月
号
で
は
、
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち
２
つ
を
紹

介
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
続
き

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
「
こ
だ
わ
り
」
に
対
処
す
る
ポ

イ
ン
ト

  

③
第
三
者
に
登
場
し
て
も
ら
う

　

以
前
、
第
二
法
則
「
症
状
の
出

現
強
度
に
関
す
る
法
律
」
で
も
触

れ
た
、「
身
近
に
介
護
し
て
い
る
人

の
言
う
こ
と
よ
り
も
、
第
三
者
か

ら
の
方
が
よ
く
聞
く
」
と
い
う
傾

向
を
応
用
す
る
対
応
で
す
。

　

本
人
が
か
た
く
な
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
学
校
の
先
生
、

警
察
官
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
、

社
会
的
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
人
に

協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
代
わ
っ
て

説
明
を
し
て
も
ら
う
と
功
を
奏
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

  

④
地
域
の
協
力
、
理
解
を
得
る

　

認
知
症
の
在
宅
介
護
で
は
、
家

族
は
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
か

と
神
経
質
に
な
り
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
認
知
症
の
家
族
が
い
る
こ

と
を
隠
す
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

む
し
ろ
事
情
を
周
囲
に
説
明
し

て
理
解
を
得
る
こ
と
で
、
徘は
い
か
い徊
を

見
か
け
た
近
所
の
人
が
声
を
か
け

て
く
れ
た
り
、
商
店
な
ど
で
の
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
安
心
し
た
介
護
が
続
け
ら
れ

る
の
で
す
。

Ｏ君「先生！Ｋちゃん、オレと結
　婚したいって」とうれしそう。

Ｈ君「ぼく、先生と結婚しねよ」
保育士「なんでや？」
Ｈ君「だってよ一、結婚したって
　すぐばあちゃんになっぺー」

保育士「そうか！Ｈ君みたいにも
　っと若かったらな一」

けっこんこぐわ保育園
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画◎心もいきいき働き盛りの健康づくり～若さを保つ元気な暮らし

胃がん検診で「要精密検査」と診断され、精密検査を受けた人の割合

　　計画策定時　　  　　　 現状（平成19年度）　　　目標（平成22年度）

70.9% 62.6%

※計画策定時は平成14年度実績を基に算出しました。

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み

　

若
さ
を
を
保
ち
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
改

善
と
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
年
１
回
の
健
康
診
断
は
不
可
欠
で
す
。

病
気
に
よ
っ
て
は
、
症
状
が
出
た
と
き
に
は
手
遅
れ
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。
特
に
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
は
症
状
が
出
て

か
ら
で
は
大
変
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
が
ん
治
療

の
技
術
も
進
ん
で
お
り
、
現
在
は
不
治
の
病
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
治
療
成
果
を
挙
げ
る
た
め
に
も
、
年
１
回
以
上
の
健
康

診
断
を
お
勧
め
し
ま
す
。
平
成
19
年
度
の
胃
が
ん
検
診
で
、

精
密
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ
た
人
で
４
割
近
く
の
人
が
未
受

診
で
し
た
。
計
画
策
定
時
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
精

密
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
健
診
を
受
け
た
意
味
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
、
毎
年
の
こ
と
だ

か
ら
と
言
っ
て
放
置
せ
ず
、
精
密
検
査
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ

う
。
今
後
も
精
密
検
査
の
受
診
勧
奨
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

がん対策基本法（平成18年６月設立）をご存知ですか

　がんは日本人にとって第１位の死亡原因、国民の
健康にとって重大な脅威であるため、国でも法律を
つくり、対策を進めることになりました。
○がんの早期発見のため、がん検診受診率を上げる。
○がん予防のため、未成年者の喫煙率を０％にする。
○がん医療の水準が同じ程度になるように促進する。
・すべての拠点病院で「放射線療法・化学療法」実施
・治療の初期段階からの緩和ケアの実施
・医療機関のがん登録を推進する。
・２次医療圏にがん相談支援センターを設置する。
○がん研究の推進など
　毎年、白鷹町でもがん検診で命が救われています。
　健康な暮らしのためにがん検診を受けましょう！
■問い合わせ　健康推進係（☎86－0210）

健康のひろば

100.0%

目
標
達
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　

若
さ
を
保
つ
元
気
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
町
で
は
総

合
健
診
（
公
民
館
な
ど
）、人
間
ド
ッ
ク
（
白
鷹
町
立
病

院
）
を
通
し
各
種
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

胃
が
ん
検
診
な
ど
の
が
ん
検
診
は
疾
病（
が
ん
な
ど
）

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
年
１
回
は
受
診
す

る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。

　

受
診
結
果
で
精
密
検
査
が
必
要
な
人
に
は
、
精
密
検

査
受
診
勧
奨
用
の
は
が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
精
密

検
査
の
必
要
な
人
が
１
０
０
％
受
診
す
る
よ
う
、
検
査

結
果
を
町
に
報
告
し
て
も
ら
い
、
受
診
状
況
を
把
握
し

ま
す
。
そ
の
後
、
精
密
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人
に
は

保
健
師
な
ど
が
訪
問
や
電
話
で
受
診
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
、
精
密
検
査
実
施
機

関
と
連
携
し
、
健
診
事
業
の
制
度
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

中間評価

目指せ！
精密検査受診率
１００．０％

悪性新生物（がんなど）が第１位
～平成18年　死因別死亡統計～

【健診と人間ドックの平均値】

胃がん検診受診状況（健診と人間ドック合計）

年　 度 平成 14 平成 15 平成 17 平成 19

検診受診者数 ( 人 ) 2,420 2,770 2,249 1,979

精密検査の必要な人（人） 489 580 512 386

精密検査受診率 (％ ) 70.9 61.4 68.3 62.6

0 20 40 60 80 100

白鷹町

長井市

山形県
（参考）

悪性新生物

22.6
心疾患

15.3
脳血管疾患

21.7
その他

40.4

28.9 16.5 14.5 40.1

29.0 15.8 13.5 41.7

(％)
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一般住民及び関係機関からの通報

総務政策課防災担当 菅原昇一 　85-3629

各種災害 土木災害 農林災害 水道故障 下水道故障火 災 発 生

火災警報気象通報

総務政策課長
　横澤　浩　　85-1098

建設水道課長
　村上　隆　　85-4556

産業振興課長
　衣袋幸治　　85-5070

建設水道課長
　村上　隆　　85-4556

①白鷹町長
　佐藤誠七　　86-1350

①白鷹町長
　佐藤誠七　　86-1350

①白鷹町長
　佐藤誠七　　86-1350

①水道事業白鷹町長
　佐藤誠七　　86-1350

②消防団長
　佐藤定敏　　85-2916

③消防副団長
　平　盛和　　85-3860

②上部関係機関 ②上部関係機関

③町内関係機関

白 鷹 分 署　　85-5242
　分署長　奥山則夫

消　防　本　部　１１９

総合防災課

災害時における緊急連絡体制について（総務政策課からのお知らせ）

　近年、全国各地において局地的な大雨、地震などによる被害が発生してい
ることから、白鷹町では今年度、危険箇所・避難所・避難経路などを示した
「洪水及び土砂災害の避難地図」を作成し、町内全戸に配布する予定です。
また、万が一の場合の緊急連絡体制を下記によりお知らせします。
　今後とも、災害対策に万全を期し、町民生活の安全確保に取り組んでいき
ますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

■勤務時間外の災害時における連絡体制

問い合わせ
総務政策課生活安全係

☎85－6122

支出命令日 区分 支出命令額 備　　　考
11 月 ７ 日 香典 10,000 円

11 月 10 日 御祝 5,000 円 全国肉用牛枝肉共励会優秀賞受賞祝賀会

11 月 12 日 御祝 3,000 円 狩猟クラブ初猟会及び自主講習会

11 月 13 日 香典 5,000 円

11 月 19 日 御祝 10,000 円 日展入賞者御祝

11 月 20 日 香典 10,000 円

11 月 26 日 御祝 5,000 円 ゆーしーる総会

11 月 27 日 御祝 3,000 円 町下集落営農実践会議東北農政局長賞受賞報告会

計 51,000 円 

11月の町長交際費

　町長交際費は、平成19年１
月分から、町のホームページ
では先行して公表していまし
たが、今月より広報紙でもお
知らせすることになりました。
■問い合わせ　総務政策課　
　総務係（☎85－6120）

特
別
職（
町
長
、副
町
長
）の

給
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
町
で
は
、
厳
し
い

行
財
政
環
境
を
踏
ま
え
、
町
長
、

副
町
長
の
給
料
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
開
催
の
臨
時
議
会
に

お
い
て
「
白
鷹
町
特
別
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
成
立
さ

れ
ま
し
た
。

【
改
正
の
内
容
】

(1)
金
額
の
改
正

○
町　

長
：
本
則
規
定
の
額
か
ら

　
　
　
　
　

50
％
削
減

○
副
町
長
：
本
則
規
定
の
額
か
ら

　
　
　
　
　

40
％
削
減

(2)
実
施
期
間

　

平
成
20
年
10
月
26
日
か
ら

　

平
成
24
年
10
月
25
日
ま
で

【
改
正
に
伴
う
影
響
額
】

○
町　

長
：
約
３
７
３
４
万
円

○
副
町
長
：
約
２
３
８
８
万
円

＊
給
料
等
と
退
職
手
当
組
合
等
負

　

担
金
の
合
計
額

【
退
職
金
の
影
響
】

○
町　

長
：
約
１
１
０
２
万
円
の

減
（
40
万
５
０
０
０
円
の
場
合
）

○
副
町
長
：
約
４
０
０
万
円
の
減

（
37
万
８
０
０
０
円
の
場
合
）
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町
で
は
、
翌
年
３
月
ま
で
除
雪

作
業
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
も
円

滑
に
除
雪
を
行
う
た
め
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

�
障
害
物
�
除
去
�
目
印
�

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高

さ
４
㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い

る
と
除
雪
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
早
め
に
切
る
か
取
り
除

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
の

路
肩
や
側
溝
の
上
に
置
い
て
あ
る

は
せ
木

4

4

4

や
肥
料
・
石
な
ど
も
除
雪

の
妨
げ
に
な
っ
た
り
除
雪
車
で
壊

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
も
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
除
雪
前
に
目
印
（
長

さ
３
㍍
以
上
の
棒
の
先
に
赤
い
布

な
ど
の
目
印
を
つ
け
る
）
を
立
て

て
く
だ
さ
い
。

�
道
路
�
雪
�
出
�
�
�
�

　

道
路
に
雪
を
出
す
と
交
通
の
妨

げ
に
な
り
、
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
か

ら
道
路
に
雪
が
落
ち
る
場
合
、
危

険
で
す
か
ら
な
で
止
め

4

4

4

4

な
ど
で
防

止
し
、
屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪
は

道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
側
溝
�
雪
�
捨
�
�
�
�

　

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て

も
水
温
が
低
い
た
め
、
雪
は
な
か

な
か
解
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

捨
て
た
雪
が
側
溝
を
せ
き
止
め
、

あ
ふ
れ
た
水
が
道
路
に
流
れ
た
り
、

住
宅
の
床
上
ま
で
浸
水
し
た
例
が

あ
り
ま
す
。
側
溝
に
は
絶
対
に
雪

を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
流
雪
溝
と
し
て
整
備
し

た
側
溝
が
あ
る
場
合
は
、
少
し
除

雪
範
囲
を
広
げ
、
除
雪
車
が
残
し

た
雪
も
捨
て
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

�
道
路
�
�
車
�
止
�
�
�
�

　

道
路
へ
の
駐
車
は
除
雪
作
業
に

支
障
を
来
た
し
、
交
通
事
故
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
夜
間
は

絶
対
に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
雪
道
�
通
行
�
�
�
�

　

冬
道
は
天
候
と
同
様
、
そ
の
と

き
折
々
に
変
化
し
大
変
危
険
で
す
。

  

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

�
積
雪
�
�
�
�
�
�
�
検
針
�

�

休
�
�
�

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５

月
の
検
針
で
精
算
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
、
冬
季
間
の
水

量
が
11
月
の
使
用
料
と
大
幅
に
異

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
水
道
�
冬
季
間
�
管
理

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
毎
年
、
こ
の
凍
結
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り

水
道
管
が
破
裂
し
ま
す
と
、
修
理

代
は
も
ち
ろ
ん
、
水
道
料
金
も
高

く
つ
き
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、

寝
る
前
に
「
不
凍
止
水
栓
」
を
完

全
に
閉
め
き
り
、
蛇
口
を
開
き
水

抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の
状

態
だ
と
水
が
漏
れ
続
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
完
全
に
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
朝
使
用
す
る
場

合
は
完
全
に
開
け
て
く
だ
さ
い
。

※
半
閉
め
半
開
き
で
漏
水
す
る
ケ

ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

  

水
道
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

�
冬
季
間
使
用
�
�
�
施
設
�
閉

�

栓
手
続
�
�
�
�
�
�
�

　

冬
季
間
は
、
メ
ー
タ
ー
検
針
を

休
み
ま
す
の
で
、
漏
水
の
発
見
、

通
知
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
せ
ん
。

漏
水
事
故
の
発
見
が
遅
れ
多
額
の

水
道
料
金
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
冬
季
間
使
用
し
な

い
施
設
は
閉
栓
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。
閉
栓
、
開
栓
手
数
料
は
そ

れ
ぞ
れ
１
０
０
０
円
（
計
２
０
０

０
円
）
必
要
で
す
が
、
閉
栓
中
は

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

�
水
道
管
�
破
裂
�
�
�

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
、
と
り
あ
え
ず
水
を
止

め
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
給
水
指

定
工
事
業
者
に
連
絡
し
て
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

修
理
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

�
簡
単
�
漏
水
�
発
見
方
法

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
か

ら
、
メ
ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
ま
た

は
１
リ
ッ
ト
ル
針
が
動
い
て
い
た

場
合
は
、
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
水

道
係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）

十
分
な
時
間
の
余
裕
と
安
全
運
転

・
通
行
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
道
の
除
雪
実
施
基
準
は
、
道

路
上
の
新
雪
降
雪
10
㎝
で
す
。
拡

幅
除
雪
・
圧
雪
ザ
ケ
取
り
な
ど
は
、

そ
の
都
度
判
断
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
車
は
す
べ
て
１
人

乗
車
で
す
。
安
全
に
注
意
を
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

�
苦
情
対
応
�
�
�
�

　

玄
関
先
や
車
庫
の
入
口
な
ど
へ

除
雪
作
業
に
よ
る
雪
が
押
さ
れ
た

り
、
取
り
残
さ
れ
た
り
す
る
な
ど

で
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
特
に
大
雪
の
と
き
に
は

な
か
な
か
作
業
が
追
い
つ
か
な
い

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
委
託
業
者
に
お
願

い
し
、
そ
の
改
善
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

�
各
地
域
�
協
力
�

　

い
ま
増
え
て
い
る
独
居
老
人
世

帯
や
老
人
夫
婦
世
帯
、
ま
た
母
子

家
庭
な
ど
は
、
雪
に
か
か
わ
る
負

担
が
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。

各
地
域
に
お
い
て
も
除
雪
が
困
難

な
家
庭
に
配
慮
し
て
い
た
だ
き
、

近
所
の
か
た
に
よ
る
除
雪
作
業
な

ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
技

術
係
（
☎
85

－

６
１
４
２
）

快
適
�
冬
�
過
�
�
�
�
�

降
雪
�
低
温
�
被
害
対
策
�
�
�

�
�
�
�
一
人
�
�
�
�
力
�
必
要
�
�
�
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インフルエンザを予防しましょう！

あ、その咳、そのくしゃみ
咳エチケットしてますか？

インフルエンザについて

　くしゃみや咳
せき

、痰
たん

などで空気中に飛び散ったウ
イルスを鼻

び

腔
くう

や気管などに吸い込むことで引き起
こされる呼吸器感染症で、普通の風邪とはまった
く違う病気です。お年寄りや乳幼児が感染すると
重症になりやすいので予防することが大切です。

予防のために～咳エチケット～

○咳、くしゃみが出たら、ほかの人にうつさない
　ようにマスクを着用しましょう。マスクを持っ
　ていない場合は、ティッシュなどで口と鼻とを
　押さえ、ほかの人から顔をそむけて１メートル
　以上離れましょう。

平成21年度白鷹町日々雇用職員（臨時・パート）の
登録を受け付けます

▼職種と賃金

▼通勤手当相当割増賃金
　２㎞以上５㎞未満　100円、５㎞以上10㎞未満　200円、
　10㎞以上　　　　　300円
▼勤務形態
　職種・職場により勤務時間、勤務日数が異なります。
▼提出書類
　白鷹町臨時職員登録申請書
　＊総務政策課にお越しいただくか、町ホームページから
　　もダウンロードしてください。
▼締め切り
　平成21年１月30日（金）（その後も随時受け付けます）
※書類を提出されたかたは「白鷹町日々雇用職員登録名簿」

　に登録され、必要に応じて名簿登録者の中から雇用しま

　す（名簿登録者全員が雇用されるものではありません）。

■受付・問い合わせ
　総務政策課総務係（☎85－6120）

職種 資格要件 賃金（時給）
一般事務 725 円
調理員 725 円
学校用務員 普通自動車免許取得者 725 円
下水道普及相談員 普通自動車免許取得者 725 円

自動車運転手 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者）

760 円
～ 1,189 円

ボイラーマン 有資格者（２級以上） 900 円
保育士 有資格者 825 円
保育助手 750 円
保健師 有資格者 1,375 円

町の公用車を

お譲りします
　　 　

◆車種　トヨタ　クラウン
　　　　ロイヤルサルーンＧ　黒色
◆年式　平成６年４月28日登録
◆走行距離　213,742㎞（12月１日現在）
◆車検有効期限　平成21年４月27日
◆最低売却価格　80,000円
＊名義変更手数料は落札者負担となります。
◆引渡し
　名義変更及び支払い終了後、現状での引渡
　しとします。

【説明会】
○い　つ　12月19日（金）午後１時30分より
○どこで　役場３階厚生室
【入札日】
○い　つ　12月22日（月）午後１時30分より
○どこで　役場３階厚生室

■問い合わせ
　総務政策課生活安全係（☎85－6122）

○鼻汁、痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ
　箱に捨てましょう。
○咳をしている人にマスクの着用をお願いしまし
　ょう。

※マスクをしているからといって、ウイルス感染
　を完全に予防できるわけではありません。予防
　接種や手洗い、うがい、体調管理を併せて行い
　ましょう。

■問い合わせ
　置賜保健所地域保健予防課（☎0238－22－3002）
　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）
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農
業
所
得 

 

�
申
告
�
�
�
�
�
�

　

平
成
20
年
度
の
町
県
民
税
申
告

及
び
平
成
19
年
分
の
所
得
税
確
定

申
告
か
ら
「
農
業
所
得
簡
易
計
算
」

が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
所
得
も
ほ
か
の
事
業
所
得

と
同
様
に
、
実
際
の
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得

金
額
を
計
算
す
る
収
支
計
算
が
原

則
で
す
。

　

収
支
計
算
に
は
、
収
入
金
額
や

必
要
経
費
に
係
る
請
求
書
、
領
収

書
な
ど
の
書
類
の
保
存
と
日
々
の

取
引
の
記
録（
帳
簿
）が
必
要
で
す
。

平
成
20
年
分
賃
耕
料
・
小
作
料

等
支
払
明
細
書
は
希
望
者
へ
の

配
布
の
み
と
な
り
ま
す

　

賃
耕
料
や
小
作
料
の
支
払
い
が

あ
り
、
控
除
の
対
象
と
さ
れ
る
か

た
は
、
支
払
明
細
書
を
作
成
の
う

え
、
平
成
21
年
１
月
15
日
（
木
）

ま
で
町
民
税
務
課
町
税
係
に
提
出

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
支
払
い
明
細
書
が
必
要

な
か
た
は
町
税
係
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
対
象
と
な
る
賃
耕
料
・
小
作
料

①
賃
耕
料
…
個
人
間
で
の
農
作
業

（
耕
う
ん
・
代
か
き
・
育
苗
・
田
植

え
・
稲
刈
り
な
ど
）の
委
託
料
で
す
。

・
機
械
利
用
組
合
、
ラ
イ
ス
セ
ン

　

タ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
組
合
、
育

　

苗
組
合
、
農
事
組
合
法
人
な
ど

　

の
利
用
者
は
、
申
告
相
談
の
際

　

に
利
用
料
の
明
細
を
お
示
し
く

　

だ
さ
い
。

②
小
作
料
…
農
地
の
賃
借
料
で
す
。

・
Ｊ
Ａ
農
地
保
有
合
理
化
事
業
で

　

の
賃
借
料
は
、
提
出
す
る
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

土
地
改
良
・
水
利
組
合
の
か
た
へ

　

土
地
改
良
・
水
利
組
合
に
加
入

の
か
た
が
、
申
告
の
際
賦
課
金
を

控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ
の

金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
組
合
か

ら
事
前
に
収
支
計
算
書
、
賦
課
金

内
訳
書
な
ど
の
書
類
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

昨
年
ま
で
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
に
は
今
年
も
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
提
出
す
る
組
合

は
町
民
税
務
課
町
税
係
よ
り
用
紙

を
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
は
、
白
鷹
町
に
あ

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
毎

年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
現
在
で

評
価
し
、
基
準
日
時
点
の
所
有
者

に
課
税
す
る
も
の
で
す
。
現
在
、

町
民
税
務
課
で
は
、
平
成
21
年
度

の
課
税
に
向
け
た
作
業
（
土
地
の

現
況
調
査
と
評
価
、
新
増
築
家
屋

の
調
査
と
評
価
、
償
却
資
産
申
告

の
受
付
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
１
月
１
日
ま
で
の
期
間
で
、

次
に
該
当
す
る
固
定
資
産
を
所
有

す
る
か
た
は
、
お
手
数
で
も
ご
連

絡
願
い
ま
す
。
公
平
な
課
税
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

土　

地

●
土
地
の
現
況
（
利
用
状
況
）
が

変
わ
っ
た
と
き

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
、
駐
車
場

　

や
資
材
置
き
場
、空
き
地
に
し
た

＊
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、
宅

　

地
や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
に

　

し
た

　

家　

屋

●
家
屋
（
建
物
）
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き

＊
建
物
を
新
増
改
築
し
た
り
、
取

　

り
壊
し
た

（
８
月
に
全
戸
回
覧
で
行
っ
た

「
平
成
20
年
分
、
新
築
、
増
築
、

改
築
、
取
り
壊
し
家
屋
調
査
」
の

際
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
か
た
は
、

今
回
連
絡
は
不
要
で
す
。）

  

償
却
資
産

●
償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産
の

所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
12
月
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
２
月
２
日

ま
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
償

却
資
産
を
平
成
20
年
中
に
新
た
に

取
得
さ
れ
た
か
た
、
ま
た
は
今
ま

で
に
申
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か

た
で
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
告
書

な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
�
課
税
�
�
�
�

－

土
地
・
建
物
な
ど
の
評
価
・
課
税

－

町
民
税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

  

償
却
資
産
の
耐
用
年
数
が

  

変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
で
、

「
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関

す
る
省
令
」
が
改
正
さ
れ
、
機
械

及
び
装
置
を
中
心
に
、
資
産
区
分

の
見
直
し
、
耐
用
年
数
の
変
更
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
21
年
度
分
の

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申

告
か
ら
、
改
正
後
の
耐
用
年
数
を

用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

郵
送
す
る
「
償
却
資
産
種
類
別
明

細
書
」
に
は
、
改
正
後
の
耐
用
年

数
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
農
業
用
設
備
（
ト
ラ
ク
タ

ー
、
栽
培
管
理
用
器
具
、
防
除
用

器
具
、
穀
類
収
穫
調
整
用
器
具
、

家
畜
飼
養
管
理
用
器
具
、
そ
の
他

の
器
具
）
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
７
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
改
正
後
の
耐
用
年
数
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問い合わせ
町民税務課町税係
☎85－6132
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戸籍年金係よりお知らせ

戸籍の窓口での「本人確認」に
ご協力をお願いします

　なりすましによる不正な請求などから、町民の
皆さんの個人情報を守るため、窓口に来られたか
たの「本人確認」をさせていただいています。婚
姻届などの戸籍届出、住所の異動届出に加えて、
戸籍謄本や住民票などの交付申請の際にも、身分
証明書になるものをご持参ください。

　本人確認の方法
　原則、このどちらかの提示をお願いします。
①運転免許証や住基カードなど、写真付きの
　公的証明書
②健康保険証と年金手帳などの公的証明書　
　２点の組み合わせ
　
＊健康保険証だけでは本人確認ができません。

もう、身分証明書を求

められて困ることがな

くなったわ！

運転免許証を持って
いないから、身分証
明書を求められると
困るのよね。

顔写真付きの身分証
明書がないと、いざ
というとき困るんじ
ゃよ。

あなたの困った！を解決する便利なカード

住基カードをつくりましょう
　「写真付き住基カード」は、運転免許証などと
同様に、公的な身分証明書として利用できます。
白鷹町では、平成23年３月31日まで住基カードを
無料で交付しています。この機会にぜひつくって
みてはいかがですか。
○申請に必要なもの：印鑑、身分証明書（ない場
　合はご相談ください。）
○２週間程度でカードができあがります。

問い合わせ
町民税務課戸籍年金係

☎85－6129

　インターネットで簡単申告！

ｅ－Ｔａｘ（イータックス）で
確  定  申  告
をしてみませんか？

●「ｅ－Ｔａｘ」ってなに？

　自宅やオフィスなどからインターネットを利用
して国税の申告などができる便利なシステムです。
農業所得や営業所得、還付申告（医療費控除等）
などもｅ－Ｔａｘで確定申告が行えます。

●ｅ－Ｔａｘのメリット

○税務署や町の申告相談会場に行かなくても、自
　宅に居て国税の確定申告を行うことができます。
　国税の確定申告をされたかたは、住民税の申告
　書の提出は不要となります。また、申告期間中
　であれば、24時間いつでもインターネットで確
　定申告を行えます。
○電子証明書等特別控除5,000円（税額控除）が、
　平成19年分と平成20年分の２カ年に限って受け
　られます。ただし、一人１回限りの適用で、ど
　ちらかの年分に限ります。

●ご利用のために必要なもの

①パソコンとインターネットができる環境
②住基カード（住民基本台帳カード）
③住基カード対応のＩＣカードリーダーライター
　（家電量販店やインターネット販売などで購入
　できます。）
④電子証明書（住基カードの交付時に取得できま
　す。発行手数料500円。）
※住基カードの概要については、左の記事をご覧
　ください。

●詳しくは「国税庁ホームページ」で

　利用の前に、「利用者識別番号」が必要です。ま
ずはインターネットで「ｅ－Ｔａｘ」の検索を行
い、「ｅ－Ｔａｘで確定申告」をクリック。そのペ
ージの作業案内に従って進めてください。

■問い合わせ　長井税務署（☎84－1810）
　　　　　　　町民税務課（☎85－6132）
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催　し

�
�
�
�
長
井
線�
�
�
�
列
車
�

�
運
行
�
�
�

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
本
物
の
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。

サ
ン
タ
と
記
念
撮
影
や
お
話
が
で

き
ま
す
。
当
日
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

で
は
、
時
刻
表
に
な
い
臨
時
列
車

「
サ
ン
タ
列
車
」
を
運
行
し
、
列

車
の
中
や
駅
も
飾
り
つ
け
し
ま
す
。

▼
い
つ　

12
月
19
日
（
金
）

▼
参
加
費　

親
子
１
組
３
０
０
０

円
（
大
人
１
人
に
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
２
人
ま
で
）

▼
参
加
特
典

①
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
一
日
乗
り
放

　

題
付

②
「
サ
ン
タ
特
急
」
乗
車
券
代
込

③
本
物
の
サ
ン
タ
と
の
記
念
写
真

（
カ
メ
ラ
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

④
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ

⑤
ち
ょ
っ
ぴ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
サ
ン
タ
列
車
運
行
時
間

　

ど
ち
ら
の
列
車
に
も
本
物
の
サ

ン
タ
さ
ん
は
乗
っ
て
い
ま
す
。

①
ト
ナ
カ
イ
号

　

荒
砥
駅　

午
後
６
時
25
分
集
合

↓
長
井
着　

午
後
７
時
10
分

＊
長
井
駅
か
ら
白
鷹
方
面
へ
は
定

　

期
列
車
（
長
井
発　

午
後
７
時

　

17
分
）
が
便
利
で
す
。

②
サ
ン
タ
号

　

長
井
駅　

午
後
７
時
10
分
集
合

↓
荒
砥
着　

午
後
８
時
24
分

＊
白
鷹
方
面
か
ら
の
参
加
者
は
、

　

定
期
列
車
（
荒
砥
発　

午
後
６

　

時
30
分
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
荒
砥
駅
か
ら
長
井
駅
ま
で
は
、

　

臨
時
列
車
（
荒
砥
発　

午
後
８

　

時
55
分
）
を
運
行
し
ま
す
。

▼
切
符　

先
着
25
組
限
定
（
売
り

切
れ
し
だ
い
募
集
終
了
）

＊
サ
ン
タ
列
車
は
完
全
前
売
制
で
、

　

当
日
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他　

当
日
、
長
井
駅
、
荒

砥
駅
で
は
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を

開
催
し
ま
す
。

■
切
符
購
入
・
問
い
合
わ
せ　

荒

砥
駅
（
☎
85

－

２
０
１
６
）・
長
井

駅
（
☎
84

－

１
５
２
９
）・
山
形
鉄

道
株
式
会
社（
☎
88

－

２
０
０
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

12
月
20
日
（
土
）
午
後

７
時
開
演
（
６
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
キ
リ
ス
ト
教
会

チ
ャ
ペ
ル

▼
演
奏
予
定
曲

○
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス

○
カ
ッ
チ
ー
ニ
の
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア

○
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
ス　

ほ
か

▼
入
場
料

○
高
校
生
以
上　

７
０
０
円

○
小
・
中
学
生　

５
０
０
円

＊
前
売
券
は
な
く
な
り
し
だ
い
締

　

め
切
り
と
な
り
ま
す
。

＊
入
場
料
の
一
部
は
、
白
鷹
町
社

　

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
歳

　

末
助
け
合
い
運
動
に
寄
付
さ
れ

　

ま
す
。

■
前
売
券
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹

キ
リ
ス
ト
教
会
／
山
本
（
☎
85

－

０
１
７
９
）

白
樫
�
木
�
�
�
�
�
20

▼
い
つ　

12
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

白
樫
の
家
（
鮎
貝
）

▼
内
容
「
フ
ラ
ン
ス
の
ク
リ
ス
マ

ス
と
愛
の
歌
」

▼
奏
者　

鈴
木
美
紀
子
、梅
津
樹
子

▼
入
場
料　

２
０
０
０
円

▼
定
員　

30
人

●
山
形
県
最
低
賃
金
は
「
１
時
間
６
２
９
円
」
で
す�

�
�
最
低
賃
金
�
平
成
20
年
10
月
30
日
�
�
�
県
内
�
働
�
�
�
�
�
労
働
者
�
適
用
�
�
�
�
�
�

�
問
�
合
�
��

山
形
労
働
局
賃
金
室
�
☎
�
�
�

�

�
�
�

－

�
�
�
�
�
�
�
�
米
沢
労
働
基
準
監
督
署
�
☎
�
�
�
�

－

23

－

�
�
�
�
�

おしらせ

�
物
忘
�
相
談
�
�
開
催
�
�
�

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
付
け

ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

平
成
21
年
１
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

た
や
、
そ
の
家
族

▼
相
談
医　

吉
川
順
さ
ん
（
吉
川

記
念
病
院
院
長
）

▼
料
金　

無
料

▼
申
込
方
法　

予
約
制
の
た
め
、

事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡
を
い
た

だ
き
日
程
を
調
整
し
ま
す
（
時
間

の
都
合
上
、
１
回
３
人
程
度
）。

▼
締
め
切
り　

１
月
９
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

�
認
知
症
家
族
�
会
��
開
催
�
�
�

　

認
知
症
の
介
護
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
認
知

症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
か
た
が

集
ま
っ
て
話
し
合
う
会
を
開
催
し

ま
す
。
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。

▼
い
つ　

平
成
21
年
１
月
22
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

認
知
症
の
人
の
家
族

の
か
た
、
介
護
者
の
か
た
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

平
成
20
年
工
業
統
計
調
査
�

�
協
力
�
�
�
�

　

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
毎
年
12
月
31
日
現
在

で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
、

企
業
や
大
学
の
研
究
資
料
な
ど
と

し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
調
査
日　

平
成
20
年
12
月
31
日

現
在

▼
調
査
対
象　

主
と
し
て
製
造
業

を
営
む
事
業
所

▼
調
査
方
法　

調
査
員
調
査
（
調

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
樫
の

家
／
梅
津
（
☎
85

－

４
４
５
０
）
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譲
渡
す
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

譲
り
受
け
に
は
、
事
前
に
保
健
所

が
行
う
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で

す
。
動
物
と
人
が
共
に
幸
せ
に
生

き
る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

【
講
習
会
開
催
予
定
】

▼
い
つ　

毎
月
第
3
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
3
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所
２
階
講

堂
（
米
沢
市
）

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保

健
所
生
活
衛
生
課
（
☎
０
２
３
８

〜
２
月
５
日
（
木
）

＊
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

※
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳

細
は
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９

９
２

－

０
０
１
２　

米
沢
市
金
池

３

－

１

－

55　

置
賜
広
域
行
政
事

務
組
合
総
務
課
庶
務
係
（
☎
０
２

３
８

－

23

－

３
２
４
６
）

運
転
免
許
証
�
�
�
�
�
�
�
免

許
証
��
変
�
�
�
�

　

山
形
県
警
察
で
は
、
平
成
21
年

１
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
蔵
の
運

転
免
許
証
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
犯
罪
な
ど
に
つ
な
が

る
偽
造
免
許
証
の
作
製
を
防
ぐ
た

め
に
導
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
本
籍
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
の
み

記
録
さ
れ
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

更
新
手
続
き
を
す
る
際
は
、
暗

証
番
号（
４
桁
数
字
２
組
）が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
暗
証

番
号
を
決
め
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
総
合
交

通
安
全
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
５
５

－

２
１
５
０
）

犬
�
猫
�
�
譲
�
�
�
�

　

県
で
は
、
保
健
所
に
引
き
取
ら

れ
た
犬
や
猫
を
県
民
の
皆
さ
ん
へ

査
員
が
調
査
票
を
配
付
し
、
回
収

し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課
情

報
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
１
）

冬
期
間
�
露
天
風
呂
�
休
業
�

�
�
�
�
�
�
�
松
風
�

　

鷹
野
湯
温
泉
の
露
天
風
呂
を
冬

期
間
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
休
業
期
間　

平
成
21
年
４
月
14

日
（
火
）
ま
で

●
年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業

　

パ
レ
ス
松
風
は
、
年
末
年
始
も

休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

パ
レ
ス
松
風

（
☎
85

－

１
０
０
１
）

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
指
名
競

争
入
札
参
加
登
録
申
請
�
受
付

　

平
成
21
・
22
年
度
に
行
う
①
建

設
工
事
、
②
設
計
・
測
量
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
（
定
時
申
請
）
及
び
、

平
成
20
・
21
・
22
年
度
（
３
カ
年

度
）
に
行
う
③
物
品
納
入
及
び
役

務
提
供
（
追
加
申
請
）
の
登
録
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間

①
、
②
：
平
成
21
年
２
月
１
日

（
日
）
〜
20
日
（
金
）

③
：
平
成
21
年
１
月
15
日
（
木
）

－

22

－
３
７
５
０
）

行
政
書
士
�
�
相
談
�
�
�
�

　

行
政
書
士
は
、
官
庁
や
役
所
な

ど
に
提
出
す
る
諸
書
類
の
作
成
、

相
談
、
提
出
代
行
を
行
い
ま
す
。

▼
主
な
業
務　

相
続
・
遺
言
な
ど

の
手
続
き
、
契
約
書
作
成
、
法
人

設
立
、
農
地
転
用
、
内
容
証
明
書

作
成
、
遺
産
分
割
、
会
計
帳
簿
記

帳
処
理
、
建
設
業
関
係
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
行
政
書

士
長
井
支
部
事
務
局
（
☎
88

－

２

８
２
５
）

広報しらたか・議会だよりしらたかの
有料製本サービスを行います

　今年度から広報紙の製本は行っていませんが、これまで広報
直通便やお電話などで「きちんと保存してきたのに、なくなる
のは惜しい」「製本を続けてほしい」という皆さんからの声がた
くさん寄せられました。そのため、実費相当分をご負担いただ
いて、このたび有料による製本サービスを行うことになりまし
たので、ご理解をお願いいたします。
●製本対象
　平成19年度に発行した広報しらたか（№966～ 989）と議会
　だよりしらたか（№94～ 97）
●申込方法
○各地区公民館または総務政策課へお持ちください（地区ごと
　にとりまとめますので、原則として各地区公民館へお持ちく
　ださるようお願いします）
○広報紙つづりに、住所と氏名を書いた札を付けてください。
○受付表に、住所と氏名を書いてください。
●受付期間　１月30日（金）まで
●製本後のお渡しとお支払い
○製本が終わりましたら、各家庭へ郵送します。
○同封する「納付書」により、町内の金融機関（ゆうちょ銀行
　は除く）、または役場出納窓口で料金をお支払いください。
●料金　１部500円
●お願い
○広報しらたか、議会だよりしらたか以外の印刷物は入れない
　ようにご確認ください。
○つづる順番は、広報しらたか４月号が上になるようにし、お
　しらせ版３月号の後に、議会だより４冊を整理してください。
○一部の号が抜けている場合はできるかぎり補充しますので、
　不足の号を明記してください。
■問い合わせ　総務政策課　情報企画係（☎85－6121）

文
書
配
付
日
�
変
�
�
�
�

　

平
成
21
年
１
月
に
行
わ
れ
る
山

形
県
知
事
選
挙
の
選
挙
公
報
の
配

布
に
伴
い
、
文
書
配
付
日
を
左
の

と
お
り
、
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
変
更
前　

１
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　

←

●
変
更
後　

１
月
14
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課
総

務
係
（
☎
85

－

６
１
２
０
）
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名
広　野 新野 博　幸 依

え

　莉
り

奈々子

高　玉 児玉 大　樹 颯
さつ

　樹
き

春　美

荒砥乙 原田 賢 小
こ

　雪
ゆき

祐　子

横田尻 土屋 豊 海
かい

　音
と

ふみ子

鮎　貝 安達 紀　章 結
ゆい

　香
か

真奈弥

山　口 菅 徳　幸 実
みの

　莉
り

芳　子

中　山 山川 久　雄 紗
さ

　永
え

智　奈

浅　立 小形 守 梨
り

　緒
お

里　枝

浅　立 梅津 裕　次 星
せ

　那
な

渚

畔　藤 大木 大　輔 大
だい

　愛
あい

真由美

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（髙　橋　義　和　　畔　藤
奥　山　かおり　　南陽市

（川　野　広　明　　鮎　貝
衣　袋　まゆみ　　畔　藤

（金　田　　学　　　高　玉
川　合　紘　子　　南陽市

（髙　橋　政　和　　浅　立
小　関　みどり　　高畠町

（青　木　広　幸　　東根市
鈴　木　美　春　　横田尻

（志　鎌　智　弘　　十　王
　　山　智　美　　高　玉

（鈴　木　翔　也　　横田尻
瀋　　　程　程　　中　国

（高　橋　知　之　　横田尻
安　部　真　美　　高　岡

 住所　　  氏　　名  　年齢
箕和田　土　屋　　太郎　84
荒砥乙　石　井　チ　カ　92
下　山　安　部　幸　雄　78
山　口　佐　藤　ち　よ　83
荒砥甲　伊　藤　さ　つ　80
中　山　布　施　宏　一　72
荒砥乙　保　科　一　男　84
荒砥甲　渡　會　吉　　　89
横田尻　小　林　すゑ子　92
鮎　貝　鈴　木　友次郎　85
荒砥乙　菊　地　千代子　92
荒砥甲　山　口　良　雄　71
鮎　貝　髙　橋　富　雄　72
高　岡　安　部　ち　よ　89
荒砥甲　佐　藤　　幸　　86
鮎　貝　五十公野　忍　　83
菖　蒲　小　関　佐　一　92
鮎　貝　小　関　き　ん　85
畔　藤　衣　袋　清　一　72
広　野　安　藤　志　ん  100
滝　野　海老名　和　子　76

●11月1日 ▼11月30日

　

子
育
て
支
援
住
宅
の

　

募
集
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
住
宅
は
、
平
成

21
年
２
月
に
完
成
し
、
そ
の
後

４
月
に
入
居
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

　

入
居
募
集
の
時
期
や
入
居
条

件
は
、
１
月
の
「
広
報
し
ら
た

か
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
住
宅
の
愛
称
は

に
決
ま
り
ま
し
た

�

� 
� 

�
�

地
域
を
担
う
若
者
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
、
そ
し
て･･

･　

愛
称
と
説
明

　

「
み 

ら 

い
」

○
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
。

○
未
来
を
ひ
ら
が
な
に
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
子
育
て
の
支
援

　

住
宅
ら
し
さ
が
出
る
。

　
�
み
ら
い
�の
応
募
者

　

奥
山
道
子
さ
ん
（
下
山
）

　

長
岡
幸
子
さ
ん
（
飯
豊
町
）

　

11
月
13
日
、
役
場
に
お
い
て
、
子
育
て

支
援
住
宅
愛
称
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、

協
議
を
行
っ
た
結
果
「
み
ら
い
」
を
愛
称

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

問い合わせ
建設水道課管理係
☎85－6140

�
12
月
�
日
�
�
11
日
�
�
�
大
瀬
�

昔
�
�
�
�
�
�
�
開
�
�
�
�
地
区

�
人
�
�
�
�
提
供
�
�
�
写
真
�
数

多
�
並
�
�
�
参
加
�
�
�
�
地
元
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
写
真
見
�
�

昔
�
�
�
�
�
�
�
活
気
�
�
�
�
�

時
代
�
�
�
�
�
笑
顔
�
見
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
心
�
�
�
�
�

4

4

4

4

�

戻
�
�
�
�
�
一
枚
一
枚
�
写
真
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
言
葉
�
�
�
�

丁
寧
�
語
�
�
�
本
当
�
昔
話
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

4

4

4

4

�
知
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
人
物
�
風
景

�
�
�
�
�
�
�
�
色
鮮
�
�
�
映
像

�
�
�
�
�
�
�
�
頭
�
中
�
流
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
時
間
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
�
�
�

色とりどりに染められた
松ぼっくり（あらと保育園）

※「大瀬の昔ぎゃらりい」の模様は、
今後の広報しらたかでお伝えします。


